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総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

年
間
活
動
テ
ー
マ
を
「
自

治
基
本
条
例
」「
防
災
へ
の

取
り
組
み
」「
公
共
施
設
の

適
正
な
管
理
・
運
営
」
の

３
点
と
決
定
し
、
先
進
自

治
体
の
取
り
組
み
等
を
調

査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
防
災
へ
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、

よ
り
効
果
的
と
考
え
ら
れ

る
施
策
等
を
提
言
書
と
し

て
取
り
ま
と
め
、
執
行
部

に
提
出
し
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
特
に
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
４
点

の
施
策
に
つ
い
て
、
提
言

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
提
言
１ 

危
機
回
避
（
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
型
）
訓
練
の
さ

ら
な
る
充
実
】

　

危
機
回
避
（
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
型
）
訓
練
は
、
簡

易
的
で
あ
り
、
有
効
性
の

あ
る
訓
練
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
活
用
し
、
全

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
一
斉

的
な
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、

手
法
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

【
提
言
２ 

防
災
訓
練
の
あ
り

方
や
指
定
避
難
所
の
定
期
的

な
点
検
等
】

現
在
の
防
災
訓
練
、
特

に
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
訓
練
は
、
机
の
下
に
潜

り
、
防
災
頭
巾
を
か
ぶ
る

こ
と
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
東
京
湾
北
部
地
震

（
震
度
６
強
の
想
定
）
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
方

法
で
身
の
安
全
が
確
保
で

き
る
か
疑
問
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
従
来
の
防
災
訓
練

に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

状
況
に
即
し
た
訓
練
を
検

討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
災

害
発
生
直
後
に
指
定
避
難

所
が
す
ぐ
に
使
え
る
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
点
検
等
を
実

施
し
、
必
要
な
処
置
を
講

ず
る
こ
と
。

【
提
言
３ 

福
祉
避
難
所
指
定

の
拡
充
】

現
在
、
災
害
時
要
援
護

者
が
避
難
で
き
る
福
祉
避

難
所
は
、
本
市
で
は
２
カ

所
指
定
さ
れ
て
い
る
。
市

域
を
考
慮
し
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
を
新
た
に

福
祉
避
難
所
に
指
定
す
る

な
ど
、
拡
充
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。

【
提
言
４ 

協
定
の
拡

充
に
よ
る
災
害
対
策

の
充
実
】

本
市
に
お
い
て

も
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
協
定
と

し
て
、
他
の
自
治

体
や
民
間
企
業
等

と
の
締
結
を
進
め

て
い
る
が
、
さ
ら

に
拡
充
し
、
災
害

対
策
の
充
実
を
図

る
こ
と
。
具
体
的

に
は
、
国
の
機
関

や
、
保
育
業
務
の

継
続
性
の
観
点
か

ら
、
民
間
保
育
所

と
の
協
定
、
ま
た
、

保
育
所
間
で
の
相

互
協
定
の
締
結
、

さ
ら
に
、
本
市
の
地
域
性

も
考
慮
し
、
倉
庫
業
者
と

の
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
の
協
定
に

つ
い
て
、
有
効
と
考
え
ら

れ
る
も
の
は
、
積
極
的
に

検
討
す
る
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
他
の
年
間

活
動
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

「
自
治
基
本
条
例
」
で
は
、

委
員
会
に
お
い
て
、
執
行

部
と
の
意
見
交
換
や
調
査

研
究
を
重
ね
た
結
果
、
全

議
員
に
よ
る
共
通
認
識
が

必
要
で
あ
る
と
の
認
識
に

至
り
、
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
自
治
基
本
条
例
の

骨
子
案
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
議
員
の
意
識
醸

成
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、

「
公
共
施
設
の
適
正
な
管

理
・
運
営
」
を
中
心
に
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

【
戸
田
市
は
若
い
ま
ち　

将
来
は
？
】

戸
田
市
は
、
平
成
25
年

１
月
１
日
現
在
、
平
均
年

齢
が
39
・
６
歳
と
埼
玉
県

で
一
番
低
く
、「
若
い
人
が

多
く
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
で
す
。

し
か
し
、
戸
田
市
政
策

研
究
所
の
研
究
に
よ
る

と
、
２
０
３
５
年
の
老
年

人
口
が
約
３
万
５
千
人
と

推
計
さ
れ
て
お
り
、

２
０
０
５
年
比
増
加
率
で
は
、

全
国
第
10
位(

１
４
９・６
％)

に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
年
の
高
齢

化
率
は 

27
％
に
達
す
る
と

推
計
さ
れ
ま
す
。

「
高
齢
者
の
方
々
の
た
め

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
貢
献
さ

せ
る
」
と
の
思
い
で
、
以

下
提
言
す
る
も
の
で
す
。

【
提
言
１ 

戸
田
市
緊
急
時
連

絡
シ
ス
テ
ム
の
利
用
促
進
】

緊
急
時
連
絡
シ
ス
テ
ム

は
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
人
な
ど
に
、
緊

急
発
信
が
で
き
る
装
置
を

貸
与
す
る
シ
ス
テ
ム
。
平

常
時
で
も
相
談
に
対
応
す

る
機
能
を
備
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
シ
ス
テ
ム
の

利
用
者
を
広
げ
て
い
く
こ

と
を
提
言
す
る
。

【
提
言
２ 

高
齢
者
の
顔
が
見

え
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
】

島
根
県
奥
出
雲
町
で

は
、
テ
レ
ビ
電
話
端
末
と

高
齢
者
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
を
提
言

よ
り
効
果
的
な
防
災
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　

施
策
等
を
提
言

委員会は、議案や請願の審査のほかに、所管の範囲で調査事件を
定め、市政に関する調査活動を行うことができます。本市議会では、
常任委員会ごとに具体的な年間活動テーマを決め、原則、毎月１回委
員会を開催し、行政に対して政策提言を積極的に行っています。

総
務
委
員
会

健
康
福
祉
委
員
会
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コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、「
高
齢
者
の
顔
が
見
え

る
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し

て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は

「
お
は
よ
う
タ
ッ
チ
」
の
機

能
が
あ
り
、
簡
単
な
操
作

で
１
日
１
回
メ
ー
ル
通
知

が
で
き
「
家
族
が
安
心
で

き
る
」
シ
ス
テ
ム
で
も
あ

る
。
戸
田
市
に
お
い
て
も

同
様
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
提
言
す
る
。

【
提
言
３ 

情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
健
康
運
動
教
室
の

実
施
】

新
潟
県
見
附
市
で
は
、

空
き
店
舗
を
活
用
し
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
健

康
運
動
教
室
を
実
施
し
て

い
る
。
空
き
店
舗
や
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

活
用
し
た
、
健
康
運
動
教

室
の
実
施
を
提
言
す
る
。

年
間
活
動
テ
ー
マ
と
並

行
し
、
口
腔
の
健
康
か
ら

全
身
の
健
康
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
「
戸
田
市
歯
科

口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
の
制
定
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

議
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
と
し
て
、「
唾だ

液え
き
の
分ぶ
ん

泌ぴ
つ

が
減
少
す
る
症
状
を
伴
う

難
病
」
で
苦
し
む
方
か
ら
、

口
腔
ケ
ア
の
充
実
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
な
ど
４

件
あ
り
ま
し
た
。

本
条
例
で
は
、
３
つ
の

基
本
理
念
を
定
め
て
お
り

ま
す
。
①
歯
科
疾
患
予
防

と
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
促
進
②
妊
娠
期
や
乳

幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け

る
特
性
に
応
じ
た
歯
科
口

腔
保
健
の
推
進
③
保
健
、

医
療
、
社
会
福
祉
、
労
働

衛
生
、
教
育
そ
の
他
関
連

分
野
の
施
策
の
連
携
を
図

る
、
総
合
的
な
歯
科
口
腔

保
健
の
推
進

こ
れ
ら
の
理
念
に
基
づ

き
、
市
の
歯
科
口
腔
保
健

施
策
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
く
条
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

25年度 常任委員会の年間活動成果

▲ 25年５月９日　静岡県地震防災センターにて
▲ 25年12月10日　蕨戸田歯科医師会と一緒に
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戸
田
市
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
関
す
る
条
例


